
国
会
議
員
新
城
市
管
内
視
察

六
月
十
六
日(

日)
、
進
藤
金
日
子(

か
ね

ひ
こ)

参
議
院
議
員
が
新
城
市
管
内
を
視
察

さ
れ
た
。

来
訪
ま
で
の
経
緯
及
び
目
的

【
現
在

中
山
間
地
域
で
あ
る
新
城
地
区

に
お
い
て
は
鳥
獣
被
害
、
後
継
者
不
足
に

よ
る
営
農
者
の
高
齢
化
、
用
排
水
路
を
初

め
と
す
る
土
地
改
良
施
設
の
老
朽
化
、
耕

作
放
棄
地
の
拡
大
な
ど
様
々
な
課
題
を

抱
え
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
視
察
い

た
だ
き
、
更
な
る
国
の
支
援
を
要
望
す
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

一
月
二
十
一
日(

日)

、
宮
崎
雅
夫
参
議

院
議
員
が
新
城
市
管
内
を
視
察
さ
れ
た

折
り
、
関
係
各
団
体
か
ら
の
要
望
書(

①

土
地
改
良
事
業
関
係

②
林
業
関
係

③

畜
産
業
関
係)

を
提
出
し
た
。

四
谷
の
千
枚
田
の
現
地
対
応
は
小
山

(

保
存
会
会
長
・
内
閣
府

地
域
活
性
化
伝

道
師)

が
「
ふ
る
さ
と
水
と
土
・
ふ
れ
あ
い

事
業
」
で
整
備
さ
れ
た
施
設
も
二
十
年
を

超
し
、
老
朽
化
が
目
立
つ
こ
と
か
ら
再
整

備
を
口
頭
で
要
望
し
た
。】

今
回
、
進
藤
議
員
の
管
内
視
察
は
宮
崎

議
員
に
要
望
し
た
各
地
の
実
態
把
握
の

た
め
で
も
あ
り
、
先
生
は
棚
田
振
興
議
員

連
盟(

事
務
局
長
代
理)

農
村
基
盤
整
備

議
員
連
盟
、
全
国
山
村
振
興
連
盟
な
ど
農

林
水
産
関
係
は
も
と
よ
り
地
域
振
興
等

約
百
六
十
四
議
員
連
盟
に
所
属
し
、
政
策

の
立
案
と
様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
お

ら
れ
ま
す
。
先
生
は
現
場
主
義
を
第
一
に

「
土
地
改
良
」
、

「
農
山
漁
村
」
、

「
食
」
は
日
本

の
命
綱
と
の
強

い
思
い
を
胸
に

我
が
国
の
明
る

い
未
来
を
切
り

拓
く
を
モ
ッ
ト
ー
に
励
ん
で
お
ら
れ
ま

す
。
先
生
は
元
農
林
水
産
省
職
員
で
、
中

山
間
地
域
振
興
課
長
時
に
は
「
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
制
度
」
な
ど
に
も
携
わ
ら

れ
、
国
会
議
員
に
な
っ
て
か
ら
は
豊
か
な

知
識
、
知
見
を
基
に
「
棚
田
地
域
振
興

法
・
つ
な
ぐ
棚
田
遺
産
」
の
立
法
化
、
成

立
に
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
。
私
も
、
江
藤

元
農
林
水
産
大
臣
か
ら
の
依
頼
で
百
姓

の
立
場
と
し
て
の
助
言
者
と
し
て
の
関

わ
り
合
い
が
あ
っ
た
。
そ
の
経
緯
を
随
行

の
並
み
い
る
お
偉
い
さ
ん
方(

写
真
左
か

ら
進
藤
先
生
、
小
山
、
小
久
保
豊
川
総
合

用
水
土
地
改
良
区
理
事
長
、
下
江
新
城
市

市
長
、
中
根
水
土
里
ネ
ッ
ト
専
務
理
事
、

星
川
東
海
農
政
局
参
事
官)

を
前
に
棚
田

地
域
振
興
法
は
五
年
の
時
限
立
法
で
、
本

年
が
最
終
年
度
に
な
り
、
中
山
間
地
域
等

直
接
支
払
制
度
も
含
め
、
是
非
と
も
よ
り

良
い
見
直
し
を
か
け
て
の
継
続
を
お
願

い
し
た
い
。
と
、
両
者
と
も
に
熱
を
帯
び

た
話
題
に
集
中
、
随
行
の
担
当
者
か
ら
腕

の
時
計
を
指
さ
し
、
催
促
さ
れ
る
ほ
ど
で
、

先
生
と
は
何
回
も
何
回
も
握
手
を
交
わ

す
な
ど
、
有
意
義
な
対
応
が
で
き
た
と
確

信
し
た
。

本
題
の
施
設
再
整
備
に
つ
い
て
は
愛

知
県
新
城
設
楽
農
林
水
産
事
務
所
建
設

課
小
松
本
課
長
と
小
山
か
ら
要
望
し
た
。

絵
画
コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

第
七
回
「
四
谷
の
千
枚
田
」
絵
画
コ
ン

ク
ー
ル(

主
催

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存

会
・
東
三
河
郵
便
局

後
援

新
城
市
、
新

城
市
教
育
委
員
会
、
新
城
市
観
光
協
会
、

奥
三
河
観
光
協
議
会
、
東
愛
知
新
聞
社)

で
実
施
し
ま
す
。
応
募
対
象
は
小
学
生
・

中
学
生
。
受
付
期
間
は
八
月
一
日
～
九
月

三
十
日
。
入
賞
者
に
は
本
年
度
新
米
・
図

書
券
・
五
平
餅
セ
ッ
ト
他
多
数
。

問
い
合
わ
せ
はNP

O

法
人
国
内
産
米
の
粉

伝
統
食
文
化
推
進
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

h
tt
p
:
//
k
o
ku
k
o
me
.
c
o
m/

☎

0
5
32
-
2
9-
0
8
08

チ
ラ
シ
・
応
募
ハ
ガ
キ
は
東
三
河
管
内
郵

便
局
、
千
枚
田
案
内
看
板
、
新
城
市
鳳
来

寺
山
自
然
科
学
博
物
館
、
奥
三
河
観
光
協

議
会
、
八
雲
だ
ん
ご
直
売
店
ほ
か

四
谷
の千

枚
田
だ
よ
り
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棚
田
の
生
き
も
の
観
察
会

六
月
十
六
日
（
日
）
、
市
立
鳳
来
寺
山
自

然
科
学
博
物
館
主
催
の
「
棚
田
の
生
き
も

の
」
観
察
会(

講
師:

川
瀬
基
弘
先
生(

陸

貝)

小
山
舜
二(

魚
類

両
生
類

哺
乳

類)

が
二
十
八
名
の
参
加
を
得
て
四
谷
の

千
枚
田
で
行
わ
れ
た
。
な
お
、
生
物
多
様

性
に
富
ん
だ
観
察
地
で
あ
る
こ
と
か
ら

市
環
境
部
の
視
察
を
兼
ね
た
参
加
も
あ

っ
た
。

四
谷
の
千
枚
田
に
初
め
て
訪
れ
る
参

加
者
も
お
り
、
千
枚
田
を
真
正
面
に
展
望

で
き
る
ベ
ン
チ
付
近
で
「
鞍
掛
山(

8
8
3m
)

の
恩
恵
を
受
け
た
湧
き
水
が
全
部
の
田

ん
ぼ
を
潤
し
て
い
る
。
日
本
三
大
石
積
棚

田
で
あ
る
こ
と
。
幾
何
学
模
様
に
構
築
さ

れ
た
棚
田
は
見
る
目
に
は
素
晴
ら
し
い

が
、
こ
れ
を
耕
し
、
守
る
百
姓
は
大
変
な

労
苦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。
」
等
々
の
概

要
説
明
を
行
っ
た
。

初
め
に
川
瀬
先
生
か
ら
陸
貝
の
採
取

方
法
の
説
明
が
あ
り
、
田
ん
ぼ
周
辺
の
生

き
も
の
採
取
に
熱
中
。
続
い
て
小
山
か
ら

二
日
前
に
産
卵
し
た
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル

の
卵
塊
を
参
加
者
に
手
で
触
ら
せ
、
モ
リ

ア
オ
ガ
エ
ル
は
カ
エ
ル
の
中
で
も
唯
一

樹
上
で
産
卵
す
る
日
本
固
有
種
で
、
ゼ
リ

ー
状
の
塊
で
卵
が
守
ら
れ
て
お
り
、
約
十

日
で
オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
に
な
る
。
雨
が
降

る
と
ゼ
リ
ー
状
の
塊
が
柔
ら
か
く
な
り

オ
タ
マ
ジ
ャ
ク
シ
が
ス
ル
ッ

ス
ル
ッ
と

水
面
に
落
ち
、
そ
こ
で
待
ち
構
え
て
い
る

ア
カ
ハ
ラ
イ
モ
リ
な
ど
の
餌
食
に
な
る
。

こ
れ
が
自
然
の
摂
理
で
も
あ
る
。
と
、
こ

の
一
連
の
行
動
を
イ
ギ
リ
ス
国
営
放
送

(
BB
C
)

の
依
頼
で
長
期
撮
影(

出
演)

に
協

力
。
世
界
発
信
さ
れ
た
そ
の
動
画
を
タ
ブ

レ
ッ
ト
に
収
録
し
た
も
の
で
解
説
し
た
。

ま
た
、「
特
別
教
科

道
徳
」
副
読
本

愛

知
県
版
明
る
い
心

四
年
の
教
科
書
「
四

谷
の
千
枚
田
」
に
載
っ
た
モ
リ
ア
オ
ガ
エ

ル
が
南
天
に
産
卵
し
た
経
緯
、
全
六
ペ
ー

ジ
を
西
村
学
芸
員
に
朗
読
し
て
頂
い
た
。

採
取
さ
れ
た
陸
貝
は
マ
ル
タ
ニ
シ
、
ヒ

ラ
マ
キ
ガ
イ
モ
ド
キ
、
ヒ
ラ
マ
キ
ミ
ズ
マ

イ
マ
イ
、
カ
ワ
ニ
ナ
、
サ
カ
マ
キ
ガ
イ
、

ヒ
メ
モ
ノ
ア
ラ
ガ
イ
、
ウ
エ
ジ
マ
メ
シ
ジ

ミ
の
七
種
。
特
に
ウ
エ
ジ
マ
メ
シ
ジ
ミ

(

二
ミ
リ)

は
新
城
市
内
で
は
ほ
か
に
一

例
し
か
発
見
例
が
な
い
種
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
小
沢
で
は
ナ
ガ
レ
ホ
ト
ケ
ド
ジ

ョ
ウ
も
採
取
さ
れ
、
自
然
豊
か
な
四
谷
の

千
枚
田
に
参
加
者
全
員
が
感
動
し
た
。

参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト(

抜
粋)

〇
地
元
に
あ
る
四
谷
の
千
枚
田
が
世
界

的
に
も
認
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
驚
き

ま
し
た
。
今
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
、
気

付
い
た
こ
と
の
な
い
よ
う
な
小
さ
く
て

珍
し
い
生
き
物
に
気
付
き
、
出
会
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
環
境
を
復
活
、
維

持
さ
れ
て
い
る
方
々
の
努
力
を
想
像
し

て
感
激
し
ま
し
た
。

〇
自
然
の
中
で
の
体
験
を
通
し
て
、
新
し

い
知
識
が
増
え
る
の
は
と
て
も
楽
し
い

で
す
。
子
ど
も
に
も
こ
の
よ
う
な
体
験
を

さ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
事
が
嬉
し
い
で
す
。

ま
た
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

〇
モ
リ
ア
オ
ガ
エ
ル
の
産
卵
の
動
画
は

よ
か
っ
た
。
な
か
な
か
見
ら
れ
な
い
の
で

こ
う
い
う
方
法
も
い
い
と
思
っ
た
。

生
産
活
動

七
月
六
日(

土)

、
中
山
間
地
域
等
直
接

支
払
制
度
四
谷
集
落
協
定(

村
雲
伸
一
代

表)

の
生
産
活
動
の
一
環
と
し
て
農
道
、

水
路
、
周
辺
里
地
の
草
刈
り
及
び
清
掃
を

役
員
の
指
示
に
従
っ
て
行
っ
た
。

ツ
チ
ア
ケ
ビ

四
谷
の
千
枚
田
を
囲
む
林
地
の
彼
方

此
方
で
ツ
チ
ア
ケ
ビ
の
開
花
を
確
認
し

た
。
た
だ
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
場
所
で
の

確
認
は
珍
し
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

ツ
チ
ア
ケ
ビ
は
、
葉
緑
素
を
持
た
な
い

ラ
ン
科
の
腐
生
植
物
「
菌
従
属
栄
養
植
物
」

で
、
葉
は
退
化
し
て
光
合
成
を
す
る
能
力

が
な
く
、
菌
類
と
共
生
（
寄
生
）
す
る
こ

と
で
栄
養
を
得
て
い
る
。
ギ
ン
リ
ョ
ウ
ソ

ウ
も
こ
の
仲
間
に
な
る
。

花
後
の
茎
に
真
っ
赤
な
ア
ケ
ビ
に
似

た
実
を
つ
け
る
こ
と
か
ら
「
ツ
チ
ア
ケ
ビ
」

と
い
う
。
普
通
、
ラ
ン
科
の
花
は
唇
弁
が

向
き
を
揃
え
て
咲
い
て
い
る
が
、
ツ
チ
ア

ケ
ビ
は
、
自
分
勝
手
な
向
き
に
花
を
つ
け

る
と
い
う
、
ど
こ
の
世
界
に
も
い
る
、
い

っ
ぷ
う
変
わ
り
者
で
気
ま
ぐ
れ
…
で
、
個

性
豊
か
な
植
物
で
も
あ
り
、
好
き
な
タ
イ

プ
で
あ
る
。
昨
年
は
ツ
チ
ア
ケ
ビ
の
花
が

シ
カ
に
食
べ
ら
れ
る
被
害
も
確
認
し
た
。

別
名

:

「
山
の
神
の
錫
杖
（
ヤ
マ
ノ
カ
ミ

ノ
シ
ャ
ク
ジ
ョ
ウ
）」

〔
錫
杖
は
、
遊
行
僧
が
携
帯
す
る
杖
。

梵
語
で

は
カ
ッ
カ
ラ
（

）
と
い
い
、
有
声
杖
、
鳴

杖
、
智
杖
、
徳
杖
、
金
錫
と
も
い
う
〕

行

令
和
六
年
七
月
十
五
日

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会

発

文

責

小

山

舜

二

各地で猛暑日が記録された炎天下の生産活動


